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国見町木育推進事業
（ウッドスタート）について

国見町産業振興課 課長補佐兼係長

実沢 隆之

 福島県の最北端に位置し、北は宮城県白石市、東は伊達市、

南は桑折町に接している。

 人口９，５２９人 ３，４２６世帯(平成２８年１０月３１日現在)HP参照

 面積 ３，７９５ha うち森林面積 １，４４７ha（３８．２％）

 特産品 米、果樹（もも・りんご・柿・あんぽ柿・サクランボなど）

国見町について

 昭和３０年頃に造林した木が伐期を迎える

 平成２３年～森林委員会設置

 平成２４年～森林整備計画の策定

 平成２４年～国見町公共建築物・公共土木工事等における

地域材利用に係る基本方針策定

 平成２５年～東京おもちゃ美術館視察

 平成２６年１１月～木育キャラバン開催

 平成２７年５月５日～東日本大震災により被災した国見町庁舎の改築

 平成２８年３月５日～「ウッドスタート宣言」

 平成２９年５月３日～道の駅国見「あつかしの郷」グランドオープン予定

木育に取組むきっかけと
地域材を活用した取り組み

国見町役場新庁舎

 平成２８年３月５日「ウッドスタート宣言」調印式・贈呈式

 「ウッドスタート宣言」にあわせて町で５つの事業に取り

組むことを宣言

①誕生祝い品贈呈

②木育キャラバン

③子育てサロン（道の駅内）

④木工細工による仕事創出

⑤木育円卓会議

国見町の「ウッドスタート宣言」

 木育キャラバンの開催

 木育木工デザインセミナー（３回）

 木育木工制作セミナー（３回）

 木育インストラクター養成講座

 木育親子木工セミナー

 木育おもちゃインストラクター養成講座（開催予定）

 誕生祝い品贈呈式

平成２８年度国見町木育推進事業の
取組みについて
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①「ウッドスタート」調印式・贈呈式 ②木育キャラバン

③子育てサロン（道の駅内） ④木工細工による仕事創出

平成２７年度～２８年度誕生祝い品比較

平成２７年度誕生祝い品 平成２８年度誕生祝い品（予定）
 全てがゼロからのスタート

（経験、知識、林業関係者、木工細工職人、etc…）

 材料の種類及び調達について

スタートにあたって苦労した点
国見町ならではの特徴
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 「木育」の趣旨普及

 木育・木工細工の知識向上

 誕生祝い品制作を独自で作るために

 地域材の活用

 若手の育成

今後の課題
①森林環境交付金事業（地域提案重点枠・森林環境基本枠）  

『道の駅 国見あつかしの郷』 

 

Ⅰ 地域提案重点枠  

１ 事業の趣旨  

  町の主産業である農作物の直売所や、屋内遊び場等の子育て世代施設を整備する道の駅において、内装材に町産材
を活用し、木質化を図る。 

 

２ 事業の概要  

（１）実施箇所 国見町大字藤田字日渡二地内  道の駅 国見あつかしの郷 

（２）事業内容等 

  ア 平成２７年度 

   ・事 業 費 １１，１２５千円（うち森林環境交付金 １０，０００千円） 

   ・事業期間 平成２７年１２月２５日～平成２８年３月２８日 

使 用 箇 所 等 使用樹種 木材使用量 
  

 

内装材 道の駅建設資材 木製ルーバー スギ １９．５ ㎥ 

 

  イ 平成２８年度 

   ・事 業 費 ４，７８５千円（うち交付金 ４，７８４千円） 

   ・事業期間 平成２８年５月２５日～平成２９年２月２８日 

使 用 箇 所 等 使用樹種 木材使用量 

内装材 道の駅建設資材 木製ルーバー スギ １２．７ ㎥ 

 

３ 期待される効果  

 ・利用者が木のぬくもりや香りを感じ取り、町産の木材の有用性を再認識することで、林業の重要性や啓蒙に資する

ことができる。                                

全景

木製ルーバー
こども木育広場「つながるーむ」


